
いつもありがとうございます。 

W 40青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・すいません、W40の発注書、受注締切は 9月 22日水曜日です。 

 御無理申しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・北海道 特別栽培 大川さんの栗南瓜 

今年も日に日に人気が高まってきているこの大川さんの恋するマロン。 

先日金曜日に再度、今後の予定を打合せに名古屋に行ってきました。 

 

やはり 干ばつ 大雨 の影響は大きく、それは玉サイズに大きく表れて決ました。 

本来であれば、4玉や 5玉が中心のサイズと大玉傾向にある恋するマロン、 

そのため例年であれば 8-9玉サイズは全体量の 10％ほどに抑えてもらっているのですが、 

今年はその割合が大幅に超え弊社仕入の 1 ロットで 50％。 

鉄コンは本来であれば、製品で 100 ケース程の内容になるらしいのですが、 

左画像の鉄コンはすべて 8玉サイズとのことで、 

箱詰めすると 100箱に満たなくなるそうです。 

因みに右画像は 10玉サイズにも満たない超小玉で市場には出回らずになるそうです… 

  



すでに 4-7玉で御注文頂いた分にも影響出始め、 

小玉への振り替えを依頼することも出てこようかと思いますが、 

了承頂けますと幸甚でございます。 

毎年厳しい天候に悩まされていますが、

大川さん率いる無限樹からは、 

毎年変わらず「本物の味」が 

出てきます。 

作り出すものに必要以上の 

プライドを持たずに、 

味には高いプライドを持っています。 

 

それを聞けば、「自分が食べて不味い物は、誰が食べても不味い！」 

「最後は、見た目より中身だろ！」 

「農業にプロなんて居ない、毎年１年生！」 と言われました。 

見習うべきことが多い方ですね。 

確かに 8玉サイズの試食会をしても、全員が口揃えて「美味しい！」 と。 

先週からの配信メールでもご覧いただいていますが、8 玉でも全く品質味に問題ありません。 

朝晩の気温も下がり、なんだか気が付いたら冬になるんじゃないかと思ってしまいます。 

冬至用南瓜の希望数量、お待ちしております。（有安海） 

 

少し南瓜の栽培とその収穫された 『実』 の美味しい訳の話しをさせて頂きます。 

と言いますのは、私たちはこの Covid-19 の影響で、経済活動を制限されています。 

実態としましては、ほとんどの方が実感のないまま、 

テレビを中心としたマスコミが報じる数値を基に、 

『緊急事態宣言』 がいつ果てるともなく、大した議論も感じられないまま延長されていきま

す。 

この国は、過去に国家が発表する情報を信じてひどい目にあっています。 



何が正しい情報なのかを、どうして当時の方達は識別できなかったのだろうと 

子供心に思ったものでした。 

そして、今また連日同じような私たちとは遠いところで 『何人』 という数値だけが報じられ、 

その数値を基に、経済活動が制限される状況を許容せざるを得ない状態におかれていま

す。 

私たちが日々接する情報がテレビを通して、確認出来ない発信源から一方的に 

流される情報に対してどのように対応すべきなのか。 

こういう話しとは、一見全く関係ない話しに思えるかもしれませんが、 

実は、では南瓜がどのように美味しく育てられているのかという情報を発信する事で、 

感覚的にでも感じられる情報に接して頂きたいと思いました。 

 

私たちの取り組む南瓜は、1蔓 1果という栽培方法で栽培されています。 

つまり、1粒の種から 1本の蔓のみを仕立て、その蔓に 1個のみの南瓜を 

実らせるというものです。 

南瓜は放置しておくと、1本の親蔓から子蔓を葉の数だけ出します。 

その子蔓も無数の子蔓、つまり孫蔓を出します。 

ひ孫もありです。 

そして、それぞれの葉っぱの枚数だけ理屈的には花をつけることになります。 

『花も実もある人生』 と言いますが、まこと南瓜は放置しておけば、そのように育ちます。 

でも、それでは親の蔓の栄養を貰って 『実』 が育つのですが、その育てる 『実』 は 

実は栽培者が決めています。 

受粉したこの南瓜の 『実』 を育てようと決めたら、根と葉っぱから来る栄養のすべてを、 

その 『実』 に集中させるため、子蔓はおろか次に受粉する 『実』 も 

人間の手で落とします。 

 

少し頭を休めさせるために、少し話しを戻します。 

1本の蔓に、恋するマロンであれば、30cm間隔で葉っぱは、 



軸付きで伸ばして来て、その間隔を 『節』 と呼んでいます。 

不思議と、1日に 1節伸びるような気がします。 

その節から軸を伸ばし葉をつける同じところから、花芽も同時に伸ばしてきます。 

その花は、雌花がつく節と、雄花がつく節に分かれます。 

話しは更に面白く続くのですが、ここらで 『詰まんない』 と思う方は、 

どうぞ次のさつま芋の記事に飛んでください。 

 

私が育てていた南瓜は、大体雄花が 5個咲けば雌花は 1個咲きます。 

ところが、蔓が、つまりその南瓜の株が弱っていれば、その割合より雌花が多く咲きます。 

強ければ、雌花の咲く確率は低くなります。 

子孫を確立よく残すために遺伝子に組み込まれた南瓜の性です。 

 

さて、『 実 』 は 1蔓 1果と決めていても、株に余力があれば 

知らぬ間にもう１個予備と言わんばかりに着荷する場合があります。 

「ふ～ん、これは儲けたかな」 と思い、そのまま ソッ としておいても、 

株自体がその後の栄養状況によって、もう 1玉育てる余力が無いと思えば、 

その 2個目の 『 実 』 に栄養を送ることを止め、その玉を自分で落としてしまいます。 

一説には、「 その 『 実 』 は受粉していなかったのだよ 」 と言う方もおられます。 

そうかも知れませんが、それは夢の無い話しです。 

追肥をしてやれば、その玉も育ったかも知れませんが、 

そこまでする気はないので本当のところは確認しないままです。 

 

さて、美味しく 『 実 』 を育てる話しに戻りますが、 

南瓜の玉は、受粉して最初の 14日程で縦に肥大し、 

その後の 14日間で横に肥大します。 

もっとも、足の長い人間、胴の長い人間がいるように、南瓜も品種によって 

遺伝的にそのフォルムや肌の色が決まっているようですが、 



この前・後半の 14日間の水分や日照の状況によって、肥大の大小が決まって来ます。 

恋するマロンは通常日数的には、45日間から 50日間を目安に収穫しますが、 

それはあくまで目安です。 

つまり、28 日を過ぎれば、ほとんど肥大することは無く、残りの日数は熟成に費やされます。 

私たちが、思春期を過ぎて身体の成長が止まり、頭脳や感性・情緒が育成しますが、 

同じようなものです。 

同じようなものではないのは、生殖能力です。 

人間は身体の成長が止まる思春期を過ぎれば、子供を生む能力を持つことが出来ます。 

でも、生むことは出来ても、育てられるかどうかは別問題です。 

南瓜は違います。 

肥大が止まった状態では、その子孫をのこす能力、つまり種が出来ているかどうかは、 

未だです。 

種が、その種を播種すれば次世代の南瓜が芽生えるかどうかと言うと、 

未だ発芽能力の無い種でしかありません。 

肥大期の 28日を過ぎ、収穫期の 45日から 50日までの間、 

種が次世代を生む能力を身に着けるのです。 

つまり栽培は、種が発芽能力を持つまでに育った時からが完熟期として捉えています。 

 

それはどういう事かと言うと、そもそも南瓜の果肉は何なのかという話しになります。 

それは、実がはじけて種が土に落ち、その種が発芽して成長するための 

初期栄養という事です。 

人間で言えば、自分で物を食べられるようになるまで、 

お母さんのお乳を吸うということと同じです。 

自立すれば、根を下ろして土から栄養を吸う事が出来ます。 

それまでの栄養を、人間が育ててやったのだからと、分捕っているという事です。 

では、私たちが食べている南瓜もホコホコの状態ですが、過ぎると澱粉質が 

甘みに変わって来ますが、その状態になってくれば栄養と、 



離乳食のようにシットリして来て皮がはじけて、実が割れる訳です。 

ここまで来ると過熟だということになります。 

 

種が発芽能力を獲得してから、実が過熟になる前に、 

人間が食べて一番美味しいと感じるタイミングで収穫する。 

これを 『適期収穫』 と呼びます。 

無限樹の社長である大川博文さんは、この適期収穫の天才ということです。 

自分自身はともかくも、何人もいる収穫スタッフにこの適期収穫を 

守らせることが出来る天才という事で、 

今シーズンはトータル 1000万箱以上を出荷してくれると思います。 

今シーズンは平均 6玉として 6万玉の内、どの玉を食べても美味しいのは、 

玉の大小ではなく、この適期収穫を 3玉から 8-9玉まで、すべての玉に於いて 

1蔓 1果を基本として、収穫の適期の見極めを正確にしているからという事です。 

 

どの社長だって、自分の会社の従業員さんを叱りたくはありません。 

でも、甘い事を言っていては、箍(タガ)が緩み、収穫適期は守れずに 

味にバラツキが生じてしまいます。 

それを全員で守り続けるには、代表である社長に強い信念が必要です。 

その信念の強さは、8玉であろうが 4玉であろうが変ることなく南瓜に詰まっています。 

ただ天候の不慮が 4玉と 8玉、つまりサイズを分けたに過ぎず、 

その天候の不慮を価格差に表現していて良いのか、 

という想いに駆られます。 

来年は来年の風が吹く事と思いますが、今年の 8玉 2,400円卸金額が正しいのか 

如何か、分かりません。 

正直申し上げて、8玉は私どもは赤字です。 

もちろん来シーズンは考えて違う結論を出すと思います。 

 



ただ、ただ、この恋するマロンという私が選んだ品種を、信念を持った社長が作ってくれていて、 

画期的な商品になり、でも安くはないので普段横目に見ていても買っていない、 

食べていない方が必ずおられます。 

その方達に、ちょっと、おそらく、ひと片 100円か 150円の違いで、 

こんなに美味しい南瓜があるんだと知ってもらいたいと考えただけです。 

おかげさまで、一所懸命になった分、それなりに捌けています。 

ありがとうございます。 

 

声は聞こえませんが、どこかで私の思いが通じた家庭があるような気がします。 

もし、最後まで読んで下さった方がおられるなら、感謝いたします。 

 

宮崎県産特別栽培久保さんの宮崎紅 

宮崎県産特別栽培久保さんの宮崎紅に 

L3本 p の規格を追加しました。 

量目はだいたい 770g～830g くらいとなります。 

2本 p では、袋にも余白があり 

少々みすぼらしかったですが、 

3本詰めることでだいぶ迫力も出ました。 

 

ｗ41 から同じ生産者の久保さんから『紅はるか』も

新登場になります。 

 

紅はるかは、シットリ系ですが、宮崎紅はホクホク系ですので、 

同じサツマイモ、同じ生産者さんですが競合するということはありません。 

 

さつまいもの品ぞろえのバリエーションを増やすためにもご利用ください。 

 



香川県産有機栽培宮下さんのハロウィンスイート 

すみません。大変好評であったのですが、定植の期間が開いたため、次の収穫分までつなが

りませんでした。 

次回の収穫は 10月 25日頃ということなので、それまで休止となります。 

また、次の畑がどれくらい収穫が見込めるかわからないため、 

もしかしたらそのままフェードアウトとなるかもしれません。 

 

坂出金時は途中で切れるということはありませんが、総量が少ない為 

もうしばらくしたら終了となります。 

来シーズンは生産者の宮下さんとしっかりと計画を組み期間・量ともに 

満足できるようにしたいと思います。 

 

新登場 

           北海道産 有機栽培 剣淵キタアカリ 

           宮崎県産 特別栽培 風土の洗い里芋 

           北海道産 特別栽培 栗南瓜(こふき) 

           宮崎県産 特別栽培 久保さんのさつまいも(宮崎紅) L3本 p 

 

商品案内変更 

           香川県産 有機栽培 宮下さんのハロウィンスイート・・・休止 

           高知県産 特別栽培 武政さんのチンゲン菜    ・・・w41再開予定 

             中国産                松茸                         ・・・値下げ 

           長崎県産        森さんの名水ニラ            ・・・休止 

           北海道産 特別栽培 ミニトマトキャロル 10         ・・・値上げ 

      兵庫県産           夏のサラダちゃん       ・・・・在庫販売 

 

終了 



           北海道産 特別栽培 恋するマロン南瓜 4-7玉 

      青森県産  特別栽培 市川さんのサンつがる 

 

それでは、今週も御注文の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


